
北海道周辺にシける地震活動域と地下構造普

一特に札幌の観測資料からー

大野 譲矧須賀盛典後長南 喜一郎栄養

1. は，しカt き

この調査は札幌において観測された地震観測結果を資

料として，北海道およびその周辺における地震活動域と

地下構造の解析を行ったものである.なおこの調査はさ

きに気象庁地震課から提案のあった「地震予知のための

予備調査Jの一環として実施したものであり，全国的統

一調査法をたてまえとしているので本調査もこれによっ

た.調査基準は測候時報第 26巻第 9号(昭和34年 9月)

に掲載してあるものである.この調査から種々の考察を

行ったが，これはあくまで札幌単独の資料によるもので

最終結論とはならない.この予備調査の主旨からも各気・

象官署の解析結果が集約されてはじめて意義あるものが

得られるであろう.

~ 1. 札幌における地震観測と地震計

札幌は豊平川はんらん堆積物の扇状帯上におかれ，主

として砂磯，粘土の互層からなり，地震動観測としての

条件はあまり良好とはいいえない.地震動の器械観測が

始められたのは 1883年(明治 16年)で，本調査に使用

した観測資料は 1927年(昭和2年)設置されたウィー

へノレト式地震計(Gottingen型， No.268， No. 278)であ

る.設置当時は北海道大学構内 (43
0

04'N，141
0

21'E，現在

札幌陸運局構内) f~ あって観測されて・いたが，鉄道線路

からわずか数 10mの距離にあって，汽車の振動の影響

をかなりうけていた. 1939年(昭和 14年)現在地 (43
0

03'N， 140d20'E)ピ移転した.現在の観測地点においては，

この種の地震計で、は人工的雑微動は認められない. 1952 

年ウィーへルト地震計の水平動に精密記録装置が取付け

られ，記象紙の送りが 1分間に従来 30mmで、あったもの

が60mmとなった.また報時用受信装置 (JJYを受信し

毎秒のパルス電流により時計の振子を駆動させる装置)

が設置され，これまでクロメーターあるいは電接時計に

長 Y. Ono， M. Suga and K. Minami: Investiga-
tions on the Crustal Structure and Seismic Ac-
tivity in and near Hokkaido (Using the Data at 
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のみよvった時刻精度を一層高いものにした. 1957年には，

ウ式水平動η空気制振器を磁気制振器に取変え，制振度

の定常化がはかられた.

~ 2. 地震計の常数値

地震計の作動性能の基準として地震計常数が使われる

が，これはとりもなおさず性能の良否を示すものである.

第2次世界大戦前とその戦後においては，表にみるごと

く格段の違いを示している.本調査期間中の地震計の状

態を知るために特に常数表をつけ加えた.

ウィーへノレト式地震計常数値 (1959年9月 1日検定)

、東西動

南北動

上下動

7 (6) 

7 (5) 

9 (5) 

ただし，( )内のものは 1938年 8月 23日検定のもの

本調査は以上の状況に上って観測された資料を使用し

たものである.

11. 地震記象型からみた地震活動につい
て制令長

* 1. まえがき

同じ場所で観測した地震記象でも，地震計・地震波の

径路・発現地域・震源の深さ・発震機構などの相違によ

って，いろいろの型の記録を示すが，ここでは，札幌の

地震記象についてどのような型のものが，どの地域に起

こり，それぞれどのような特徴を示すかを調査した.便

宜上次のように分けて行づた.

* 2. 深発地震

震央の深さが 100km以上の地震

* 3: 浅発地震

世帯長K. Minami On the' Relations of Seismic 
Activity and Types of Seismogiaphs:調査担当:

南喜一郎(札幌管区気象台)
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震央の深さが 100km未満の地震

~ 2. 深発地震について

( 1 ) 調査方法

験 震 時

ア，札幌におけるウィーへノレト地震記象紙の中から，

震源の深さが 100ktn以上のもので，震央が判明し，か

っ3成分の記録が明らかにとれているもの.

イ， 1937年-1956年の 20年間を対象とした.

ウ，選出された記象紙をいくつかの類似記象型にわけ，

地震動の振動状況がら分類Lた.その該当地震は 43個

あった.

エ.その他は測候時報1)掲載の調査要領にしたがった.

(2 ) 記象型の分類

まず，振動型から大まかに a・b・Cの3種に大別した.

ア a型

典型的な深発型で，P波からS波まで、は割合小振幅で、

あるが，S波が卓越し，かっ S波の減衰が早い.

a 

イ b型

だいたい a型に似ているが，s波が出現してから減衰

が遅く，中には S波の始まりの部分より大きくなるもの

もある.

b 型

ウ c型

P波の振幅が大きく ，s波の振幅は始まりが大きいか，

または小さい.s波の減衰は早いのも遅いのもある.

十仰い

ゆ伽…
c 型

以上の型に分け，震央図を作ると Fig. 1のとおりと

報 26巻 2号

なる.この震央図から，だいたい図のような四つの活動

域を考えることができる

a型:本州、|はるか沖と日本海

北海道・東北地方太平洋沿岸

北海道南西沖にいたる地域

@ 

b型:千島南部および

C型:オホーツラ海より

Fig. 1 深発地震記象型の分類

(3) 調査結果

次に各活動域内について少し詳細に調べてみる.たと

えば，記象は成分によってーも違うものがある.あるいは

特別な地域のみ特殊な記象型が存在するかなど検討した.

ア.本州はるか南方沖 (a型ブロック)

東海道はるか沖と小笠原諸島沖を二つに分けてみると，

後者は全部典型的 a型(これを al型とする，両成分

とも似たような記象型をしている)であるが，前者は別

な型が多い.すなわち，成分によフて記象型が違う.た

とえば東西動が南北動より大きく出現している.このよ

うな型を a2型とすると，東海道はるか沖はむ型，小笠

、原諸島沖は al型と明らかに区別できる. fig. 2にはそ

れを示しでいる.

イ.太平洋沿岸 (b型ブロック)

( i ) 千島南部'.一つの例外を除いては典型的b型

(これを b1型といい，両成分とも似たような記象型を

している)が多い.しかし一部 a型に似たような型をし

たのもある.
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Fig. 2 深発地震の活動域における記象型の詳細分類

( ii ) 北海道南東神:一つしか資料がないが，典型的

b型である.b1型としてよかろう.

( iii) 東北地方太平洋沿岸:二っとも型は少し複雑で

あるが，似かよっている.しかし典型的 b1型ともちが

う特殊な型であるので，b2型としたい.

以上の地域は，震源の深さが 100km-200 kmで比

較的浅く，特じ北海道，東北地方太平洋岸のものは，そ

の記象型は浅発地震(次項で述べる)の型に似ている

ウ. 日本海 (a型ブロック)

典型的 a型で， 8波の減衰は極めて早いのが特徴であ

る.P波の始まりの部分が比較的大きぐ出現しているの

も一部ある.だいたいシベリヤ沿岸がら北海道南西沖周

辺に分布しているが，一つだけ例外の b型がある.

エ.オホーツク海~北海道西方沖 (C型ブロック)

地域的には樺太南岸と北海道北部および北海道西方沖

の三つに分かれる.西方沖の二つは典型的な .C型で P，

Sの始まりの振幅が大きい(これを C1型とする)もの

である.北部の一つば特徴がはうきりしないが C1型に

近い.樺太南岸の二つはよく似た記象型で，成分によっ

で型が違う .P波の始まりが大きく，次第に減衰する型

でこれを C2型とする.これは樺太南岸に存在する

オ.他の地域では，数も少ないのでよく特徴がわから

ない.ただ満洲方面は C型であるかも知れない.オホー
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ツク海の北部のほうはよくわからない.

以上の調査は， Fig.2にまとめて示した.

( 4 )考察

ア.深発地震の記象型の典型的なものは a型と C型

である. b型はやや浅発地震の型に似てし、る.北海道付

近の太平洋岸に b型が多いということがわかったが，こ

れはこの地域には従来浅発地震が多く，特に千島南部の

海域では，深さが 60-80kmのものが多いといわれて

いる.この調査に使った深発地震の資料は，その深さが

100-150 kmが大部分である.したがって，これらは

浅発地震帯域の底部に起ったもので，一連のつながりを

もっているのではなかろうか.深さの精度や記象型の類

似性からもそのように判断できる.

イ.本州南方沖の記象型aと日本海の記象型aについ

ては，日本の深発地震帯が日本海から，太平洋にかけて

本州、ほ縦断していることがいわれているので，その意味

においては関連があるようである.たとえば，本州南方

沖の深さは， 300-500 km， 日本海の深さは 200-500

kmというように{以かよっている

ウ.オホーック海と日本海については，寸七海道北部沿

岸からオホーツク海にかけてC型が多い.深さは 200-

Table 1 記象型分類表

81 典型的な深発裂で，P波
からS波までは割合小振
幅であるが，S波が卓越
し，かっS波の減表が早

震型分細型象記 記象型の特徴

a 

ぺ富笠原諸ド5658l引 払 訓 伊 衰

'82 I 東海道は I 119- I 320 I 向上.ただし成分tとより，
| るか沖 125 I - I S波の出現や振幅が違つ

、
i10110500 0 ~ b1 

千北東オク海海島神ホ南道南ー部
南

部
ツ

52-97 

S大7が減ど肢い.衰きのたSが〈始2いおな支がまそるa型りの出く現のK，a似部なaしbか分ててるかい1よてはるらり24 

101 600 

b 

b2 
東太岸北平地洋万沿

20-35 100 
bSはな1波っ型そ近れてと〈ほ比いのどべる部大てー党丞きS置か校が〈の複な〈雑銀い!ず隔K れ，

Cl 30-39 
23410050 0 ~ P表ふぐ放被たすの安たる援びし大隔，がSき大放くのなき振っく幡て，誠がす

25 

c 

白 樺太南岸 必~団 3却 号嗣〈路出建車現しf，すskSるi波カ喝の?周髭?ら務縮か小で主なさJ 
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al・型 1941年 4月3 日3時 5'分

北海道南西沖 41.70N， 139. 30E， H二 240k担

震度 oP-S=31. 3 S 

，，-

b 

L 一一一一一一一一一

al型 1950年 7月 13日13時5分

小笠原西方沖 28.00N，139.60E， H=500 km 

震度oP-S=156.5 S 

ト一一一寸:\I\\\~\\川一川町J

aゲ一二ート{一一一一一一-'>\\\\\1川州V附H川市川仇叩刈，~
5 

む

九一ーー一一ー-~作-~-一一ーーー屯-一一ーーー~、dゆ'"""仇戸山._~一目、品、ゆ』日-ーーー---"-一一-
3 

a2型， 1951年 4月17日4時53分

東海道はるか沖 31.20N， 138.0oE， H=470 km 
震度oP-S=133 S 

b1 型 1943年 11月9日20時49分

千島南部 43.00N，148.0oE， H= 120km 

震度 oP-S=51. 7 S 

D 

一一一一一百

b2 型 1941年 8月29日15時55分

苫小牧沖 41.60N， 141. 90E， H二 100km 

震度 o P-S=20.1 S 

:川川州中川町仙一

;川仲?叫叫ゃいい←

D 

寸軸酬帆仲刷、一一，---.-.;.-.，一一一-
U 

Cl 型 1945年 11月 18日1時 7分

北海道南西沖 43.2~N， 139.50E， H=240 km 
震度 o P-S=29.8 S 

Fig. 3 (a) 各記象型の実例
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b1 型 1944年 7月 10日21時 31分 C2型 1951年 4月7日7時 55分

北海道南東沖 42.8
0

N，144.0
o
E， H=100 km 樺太南岸 46.60N，142.40E， H=320 km 

震度 oP-S=23.5 S 震度 o P-S=50.0 S 

Fig. 3 (b) 各記象型の実例

300 kmが多いが，P波の出現は顕著で、ある.これは震 の

43 

源が比較的近いことおよび地震波伝搬経路上の媒質分布 上記の条件に該当するものを選んで，振動型をいくつ

の差異に主るものであろう. かに分類した結果，該当地震記録は 244個あった.

エ.深さ 100km以上の地震についての記象型の特徴 ( 2) 記象型の分類

は発生地域によるよりも，むしろ震源距離および震源の 大まかに， A・B・C;D・Eの五つに分類した.

深さが，それを大きく左右しているように考えられる. ア.A型

資料数が少ないのでこれ以上詳しい考察はさしひかえ P， Sが明らかで，Pから Sまでは振幅が小さいが，

た Sから顕著に出現，S波の減衰は早いのも遅U、のもあ

る.

Table 2 記象型の調査地震表

象記
発現時

年 1j=]1日|時分

震 央
型

hm  
al 1941 41 3 03 05 北海道南西沖

al 1950 7113 13 05 小笠原諸島

b1 1944 7110 21 31 北海道南東沖

b1 1943 111 9 20 49 千島南部

b2 1941 8129 15 55 苫小牧沖

Cl 1945 11 18 01 07 北海道南西沖

白C21951 41 7 07 55 樺太南岸

~ 3. "浅発地震について

( 1 ) 調査方法

N E 

。

41. 7 139. 3 

28. 0 139. 6 

42.8 144.0 

43.0 148. 0 

41. 6 141. 9 

43.2 139.5 

46.6 142.4 

H 

km 
240 

500 

100 

120 

100 

240 

320 

P-S 

s 

定

居

震

Jl芝

31. 310 

156.510 

23.510 

51. 71 0 

20.110 

29.810 

50.010 

深発地震と全く同様に，札幌のウィーへノレト地震記象

紙中より

ア. 3成分の記録が明らかにとれており

イ. 1937.......1956年の期間中より

ウ.震央が明らかで，震源、の深さが 100km以下のも

引いい
私ト判例伽伽

A 型

イ. B型

Pは明らかだが，Sはやや明らかでない"Sのすぐ

後に大きな振幅の波が続く .S波の減衰は比較的遅い.

ウ. C型

Pはやや明ら.か，次第に振幅が大きくなり，紡錘型と

なってくる.S波の始まりがわからない.

エ:D型

C型がくずれたもので，P， Sの振幅の差はほとんど

なく，相の判定はむずかしい.

オ. E型

有珠岳付近で発生する火山性地震の型で特有である.
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44 験震時報 26巻 2号

一酬蜘Mい B

んどであり，襟裳岬東方沖から南方沖にかけて B型であ

干ニ円~ー る.

エ.千島南部は北海道東方沿岸にA型が若干みられる

ほかはほとんどB型である.

オ.北海道北西沖はA型であるが，南西沖はB型系で

はっきりしないようである.

カ 本州方面の中で，東北沿岸はだいたいB型，少し

ア州蜘~.c 

遠くなると， cまたはD型が現われる，これに三陸はる

腿

小
D 型 qコP よー

戸 B

蜘~い
E 型 ρ 

P波が比較的大きく， 8波との区別がつかない.

以上の分類を震央分布図から区分すると Fig:4のと

おりとなる.これによると

ア.浦河沖はだいたいA型で一部南部にB型が入って

いる.青森県沖・苫小牧沖などを含めてA型系統である.

イ.北海道南部の内陸もだいたいA型とみたい.襟裳

岬付近，新冠)I[川口付近および札幌付近が含まれる.

ウ.北海道南東沖はだ、いたい二つの型に分けられる

すなわち沿岸付近，花咲半島沖合にかけてはA型がほと Fig. 5 記象型発現地域

a--
。。

OA .B マC OD 圃E
Eig. 4 記象型別震央分布図
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A型は沿岸近くに分布しているが，型の種類は複雑で

分類はむずかしい.ただ一般に 's波の減衰が緩慢であ

ることが，浦河沖の場合と比較できる程度でごある.

B型は南方沖に比較的多い. B型の中でA型に近いも

のやC型に近いものが混入している.これは震央距離に

よる影響もあるが，後者は三陸系の範囲に含まれるもの

が入ったものと思われる.

十勝沖地震はだいたいB型系である.襟裳岬東方沖か

ら南東にかけてである.北海道南東沖はA型と B型がほ

ぼ明らかに分れていることが注目される.A型陪花咲半

島沖までほぼ東西に分布している.

エ.北海道南部

内陸系の記象型は短周期が入っているので，、一見はっ

きりした記象型としてみることができる.A型が全部と

いえるくらいであるが，浦河沖のA型と比べて si皮の

減衰は緩慢である.ただし y 新冠JIIJII口付近の S波の

減衰は逆に早い.

オ.千島南部

花咲半島南東沖は一部A型であるが，これは北海道南

東沖の分野に入れたので，国後島および択捉島沖につい

てみると，まずB型といえる.このB型の大部分は北海

、道南東沖のB型に似ているものが多い.択捉島沖地震

(1958年11月7日)もだいたいB型系に属するものと思

わhる

ヵ.東北地方太平洋沿岸および三陸沖

比較的沿岸ぞ、いにはB型，沖合にいくにつれてC型や

D型となる.記象の状態が複雑で分類することはさけた

が c型を中心として B型やD型が存するものと思わ

hる.

キ.その他

北海道西方沖はほ :;.'A型系，一部B型が入る.過去に

おいて津波を伴った地震のある地域であるが，ここでは

A型系とし、うことになろう.資料の数も少ないのでなお

検討の余地はある

昭和新山の火山性地震は特殊な型で，P-Sの判別が

むずかしい.詳しい記象型の分析については水上2)木沢

幻が行'っているので，ここで、は分類に入れたというだけ

にとどめる・，その他の地域については，いずれも資料が

少ないので今回は割愛する.

か沖合に多い.

キ.火山性地震は有珠岳のものであるが，特別に分類

してE型とした.その他の地域では資料も少なく記象型

を判別することはさけた.

なお Fig. 5に記象型の発現地域を簡明に示した.

( 3 ) 調査結果

記録の型は厳密にいえば，同じものはほとんどなく，

千差万別である.記象は成分によって似たものもあり，

.また違うものもある.前者を便宜上 A1型，後者を A2

型として，各地域をもう少し詳細に分類してみた.

ア浦河沖

Fjg. 6にみるごとく， A1型は浦河沖の中央部を縦断

してるように，北部および南部悟集中している.また
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( 4 ) 考察

ア.浦河沖のA型は典型的なものが多い.じかし，青

森県東方沖と北海道南東沖はA型と B型の混合したもの

が現われている.これは襟裳岬南東沖B型活動地域の影

響をうけているものと思われる.

-7ー

OA1 @ A2 @A3 .B  
Fig. 6 浦河沖の活動域における記象型分布

A2型はその両側特に浦河沿岸の周辺地域を東西に分れ

て分布しているようである 資料の数からみて，図のよ

うなブロックを考えてもよいのではないか.さらにB型

は浦河沖の中部以南に分布している.このあたりは青森

県東方沖にあたるので，あるいは別に考えるべきかも知

れない.青森県沖沿岸のA型は，たしかに浦河沖のA型
と違っているので A3型とした.

イ.青森県東方沖

大部分を浦河沖に入れてしまったので沿岸付近の特殊'

e なA型のみを対象とした.s波がそれほど顕著でないこ

とと， s波の周期が比較的長く現われてU、る点などであ

る. A3型として浦河沖と区別してみた.

ウ.北海道南東沖
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B型 1939年10月22日23時40分

北海道南東沖 42.40N，144.0oE， 
H=60km 

震度C1 J P-S= 19. 6 S 

p 

B型 1949年 7月18日18時53分

浦河沖 41.50N， 143.0oE， 

H=20km 

震度 oP-S=26.3 S 
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B型 1947年10月21日18時46分・ C型 1941年 3月13日6時37分 D型 1942年 4月10日22時36分

北海道南西沖 Hく100km

震度o P-S=26.0?S 

千島南部 44.5
0

N，145.70E， H=Okm 三陸沖 39.50N，1713.50E， H=Okm 

震度o P-S=52.2 S 震度oP-S=55.9 S 

刈lト1……f仙川一 L州、~一一

E型 1944年 1月5日20時55分有珠岳震度 O

Fig. 7 各記象型の実例
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Table 3 各記象型分類表

震…叫ι|深さ| 記象型の特徴

km s 
tNJ河川1 Ab A2 14-27 。-100PS ，Sが明らかで，Pから

までらの振幅は小振さいが
Sか は顕著衰に 幅大早 き
くなり，減も Sや や い

B 17-30 0-100 Pは明りらかでsはやや
不大明 ょう のすぐ後
に きな振幅の波が続き
減衰は遅い.

青森県 A3 A1のように Pから
S
Sまで

東方沖 は小り振幅である の始
ま はあまりはっきりせ
ず，S波の周期は比較的
長い.

北南
海道 Ab A2 19-35 0-100 浦て

河川1のAbA2とほぼ似
東沖 いる.-S波の減衰がや

や遅い.
B 19-44 0-100 浦河吋1のB型と同じであ

る.

部
千島南 A 31-94 0-70 北海道南南東沖と同じ.

B 52-88 0-100 北海道東沖と同じ.

北南海部
道 浦河許[1と同じであるが，

短周期の波が入っている
ものが多い

間 1.
A 

I…ト-1い
三陸沖 B 30-69 0-100 

P 
浦河沖と同じ.

C 30-60 0-60 から次と第に振幅を増し

紡少種形 なって次ま第りに減
する .Sの始 がわ

かり l乙くい.
D 50-54 。-100C型がくずれ，P， Sの

相
振幅差はほとんどなく，

の判定はむずかしい.

献岳|ヰ 1-1 0 I~第広三川
この襟裳岬南東沖の地域はかなり明らかな状態でB型

の発現地域となっているのは，興味深く，発震機構ある

いは地かく構造の特殊性を示すものでなかろうか.この

点は本調査で最も注目される点である

1イ.浦河沖の詳細な分類において，同一型のものは

Fig. 6 a2に見るごとく比較的一群をな Lている. これ

は，同一地域の震源においては，同一め型が多く現われ

るということである.一部型の違ったものが入っている

が，数の上では問題にならない.ただ地かくの構造を仮

定した場合，その構造の違いによって，記象がどのよう

- 9ー
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!I~I fF l~I+H 震央 INIE:H トイ
s 

1 11945 10129 05 23苫小牧吋1 42.31142.0 。-2014.811 
1 11939 5112 23 05北海道南部 42. 6 1421ん90-95 24.410 

211943 111 5 19 51北海道南東沖 42.0 143.5 45 18.710 

3 11947 5117 10 40 青森県東方沖 41. 2 141.6 O 22.310 

1949 7118 18 53 浦河沖 41. 5 143.0 20 26. 31 0 

1939 10122 23 40北海道南東沖 42.4 144.0 60 19.6 (1) 

1947 10121 18 46千島南部 44.5 145.7 O 52.210 

1941 3113 06 37三陸沖 39. 5 143.5 O 55.910 

1942 4110 22 36北海道南西沖 く10026.0?1 0 

1944 11 5 20 55有珠岳 O -10 

A

A

A

A

B

B

B

C

D

E

 

に違うものであるか，また深さによってどのように変る

ものかについては，今後検討すべき問題であろう

ウ.浦河沖と青森県東方沖におけるA型にかなりの違

いを見いだした.また北海道南東沖のA型はややくずれ

たものが多く，三者ともそれぞれ違うが，震央距離の差，

あるし、は局所的地かく構造の違いという原因も加味され

ているのではなかろうか.

* 4. あとがき

今回の調査は統一調査のたてまえから調査資料が制限

されたため，北海道内陸部などの活動状況や，ここ数年

来起った津波地震などが含まれなかったことは残念であ

るが，これらについては別の機会にゆずることとしたい.

今回は震源の深さおよび上下動の記象型はほとんど考

慮に入れなかった.なぜならこれらを加えていろいろ調

査することは複雑であり，種々の問題点が付加するので

割愛した.

記象型の分類にあたっては，遠距離系の浅発地震につ

いては非常にむずかしく， A・B・C…・・・という基準にあ

てはめたという感が深い.また一般的には成分による比

較分類程度しかできなかったことや， A型と B'型の中間

あたりの型はどちらかに分類決定したが，いずれにして

も分類にあたっては主観的判断が加わったことはいたし

方ない.同時に記象の複雑性を物語ってし、るといえよう.
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111 初動方向の分布による地震活動域に

ついて後

~ 1. 初動の押し，引き分布

( 1 ) 資料 ウ式地震計により観測開始された，昭和

3年 (1928年)から昭和34年(1959年)までの 32年間

の札幌の地震観測原簿に記載されているもののうち，測

候時報掲載の調査要領1)の条件にかなったものを使った.

震央の位置は地震月報別冊工「日本付近の主要地震の表」

および地震月報(昭和 26年以降)を用いた.

( 2) 初動の押し，引きの平面的分布 Fig.8は以ヒ

の資料に基いて調べたものである.図の範囲では，震源

の深さが100km!未満では押し 124，引き215，100km以上

では押し 24，引き 30，総計 393である.図は初動の押

し，引きにしたがっで地図上の震央の位置にe，0印を

つけたものである.

図を見ると，オホーツク海から北海道中部にかけては，

深さ 100km以上の押しが分布している. 日本海沿岸沖

合では引きが分布し， 43. 60N__44. 30N， 139. 50E--141. 0 

後であらわれている.しかしいずれも資料が少ないので

地域の決定には無理があるかとも思われる

留荊西方沖では比較的浅いところに，引きの群があり，

神威岬沖合から南にかけて， 日本海側の深い地震が引き

となってひろく分布しているが，地域的にまとまってい

ないので地域の決定はできない.

本道中部の夕張付近では深さ 100krriから 150kmに

かけて，押し引きがまざって集まっているが，資料が少

ないので区別することはできない.また東部の弟子屈付

近では資料が少ないが，比較的浅い 20km未満に引き

の地域がある

本道南東沖の釧路，十勝沿岸沖合では，引きの地震が

ひろく分布しており，中心は 42.7
0

N，144.7
0

E付近と

思われるが密集していないので確かでない.また一部の

十勝沿岸沖のものは，本道南部の引きの地域に連なって

いるように推定されるが，明らかな区別はできない.

本道南部から襟裳岬付近にかけては，引きの地域とな

っており，その中心は， 日高山脈南部と新冠付近とに分

れるようである.一方押しも若干まざうているが，北部

からの深い押しの地震が南下するにしたがい徐々に浅く
。E'にわりあいまとまっている.

なおこの範囲には昭和 15年 (1940) 8月の神威岬沖，
なり，この付近が南限と推定される.

昭和22年 (1947)11月の留萌沖じそれぞれ大小の津 浦河沖には引きが深さ okm--90 kmの間にかなり密

波をともなった地震が発生している.本道東部では弟子 集しており，その地域は青森県東方沖合までひろがって

屈付近に資料は少ないが引きの地域があり，また日高山 いる.襟裳岬南東沖から南方iにかけては，押しの地域が

脈南部から襟裳岬にかけてと，浦河沖の地域では引きが ひろがっており，中心は南東方にあり，南方のものは，

多い.釘11路十勝沖合でもひろく分布し，襟裳岬南東沖か 三陸沖の押しの地域に連なっている.青森県東方沖では

ら三陸沖にかけては押しが分布し，青森県東方沖では押 押し，引きが集まっており，浦河沖の引きの地震と襟裳

し" 51きがまざっている. 岬南東沖および三陸沖の押しのものとが，まざっており，

( 3 ) 初動の押し，引きの立体的分布 Fig. .8に使っ 区別はできないが比較的東方は押しのものが多い

た資料のうち，震源の深さが数的にわかっているものを ( 4 ) 初動の押，L-，引きを示す地域初動の押し，引

用いて，立体的な分布状態を調べた.なお震源の深さは ーきを平面的および立体的に考察した結果，各地域で押し，

100 km未満のものについては:t:20km以内に， 100 引きがどのような割合で越っているかを調べたのが，

km以上については， :t:30 km以内に決定されているも Table 5である. しかしこの地域の区分については，地

のを使った. ・ 域によって細分したり，統合した方がよいところもある

垂直断面図は， 43.00N 以北および41.OON以南にっ かと思われるが，いずれにしても札幌 1か所の資料につ

いては梓度 1度ごとに，その聞については 0.5度ごとに いては，疑問があるので今後の調査に期待したい.

作成した.なお横軸は経度，縦軸は震源の深さである (5) 押し，引きの時間的傾向 (3)の資料のうち昭

まず北のほうから見ていくと，オホーツク海南部の深 和15年 (1940)から昭和 34年 (1959)までのものを使

い地震は，樺太の中知床半島沖で深さ 300km前後で押 a って，時間的にどのような傾向があるかを (4)の地域

しの地域としてまとまっている.これより南西に移って， 単位名 2，3， 4， 5についてみたのが Fig.10である.

道北の天塩付近でやはり押しの地域として深さ250km前 各地域とも時間的に傾向があるとは思われない.このこ

とは地域による押し，引きの区分はそのまま，地域の特
長 M.Suga: On the Relation between Direction 

of Initill Motion and Seismic Zone. 性を示し，さらに発震機構の同一性が地域により保持さ

調査担当:須賀盛典(札幌管区気象台)ー れていることを暗示している.

一10ー
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( 6J 押し引きと Magnitudeとの関連 ( 3 )の資

料のうち Magnitudeの計算されている地震の資料を使

って(号)と同じ地域について調べてみたのが Fig. 11 

である. v、ずれの地域とも明確な関連はないが，浦河沖

では，M5.8以下では押しが若干まざりそれ以上では引

さ，襟裳岬南東沖では M5.3以下で引きがまざり，そ

れ以上では押しとなっている.各地域ともそれぞれの特
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Table 5 初動の押し引きを示す地域とその割合

単
範

位

1 事1I 路沖
42.150 N以北
145.80 E内の海域

41. 00 N→42. 150N 
2 襟裳岬南東il!1 143. 00E(41. 7"Nまで)

143.20 E →144.80 E 

41. 7
0
N 以北14 1 /t 41.70N 

3 浦河川i 14200E 3.0。E まで
143.20 E 

4 青森県東万沖
40.80 N→41. 450 N 
142.00 E →143.00 E 

5 北海道南部 42. 550N以南の陸地

6 北海道中部
42.90N→43.60 N 
141.60E →142.50 E 

7 北海道東部
43.30N→43.70N 
144.00 E →144.50 E 

8 北海道北部
44.20N→44.60N 
141. 80 E →142.40 E 

9 
45.7"N→46.20N …「 1434…E

10 
43.60 N→44.30N 

留蔚西方沖 139.50 E →141. 00 E 

徴がでているが，資料が少ないので明らかでない.

S 2. 初動の方向のかたより

S 1の(2 )の資料のうち初動の水平成分を合成して，

宇津3)が調べた方法で，震央に平行移動し，震央のかた

よりを調べたのが Fig， 12である.なお水平成分の合

成した値が 8μ 以上(矢の先が一つ)20μ 以上(矢の先

が二つ)50μ 以上(矢の先が三つ)の 3階級に区別した.

これによると，札幌の資料からは明らかな分布は見ら

れないが，浦河沖から南東方向に襟裳岬沖合に，それよ

り十勝沿岸沖から釧路沿岸沖にかけて，右偏(・印)と

左偏 (0印)の地域との境界になっている傾向が見られ

る.すなわちこの付近で地震波速度が早いかまたは地か

く表層がうすくなっているものと推定されるが，資料不

足のため明らかでない.

S 3. 調査結果と考察

これまでの結果を要約考察すると次のようになる

( 1 ) オホーツク海側および日本海側がそれぞれ押し，

囲 備 考

I (h km) _101計 1%

51 27 321 84 おもに 40<hく60
、

30-100 40 61 46 87 十勝沖地震(昭27. I1I.4) 

。-90 151 91 106 86 おもに 20<h<60 

10-60 111 22 331 67 おもに 20く h<40

81 29 371 78 おもに 40く h<60

30-300 5 4 91 ， 56 おもに 100く hく160

0-20 4 41 100 屈子斜路地地震((昭13.V.29)) 
弟屈震'昭34.1. 31 

230-300 31 - 31 100 

250-360 51 - 51 100 

121 12 

0初動方向が震央に対して左にかたよっている地震の震央

⑩初動方向で震央に対してかたよっていない地震の震央

.初動方向が震央に対し右にかたよっている地震の震央

Fig. 12' 初動方向のかたより

似し，地域がかわれば，発震構構にも差異を生ずるとい

引きに限られており，また深さのいかんによっていない. うことを時示している.また一方これらの地域の聞に地

特に注目すべきは浦河沖，襟裳岬沖，十勝釧路沖の 3地- かくの不連続層の存在も考えられるが，襟裳岬沖および

域の押し，引きは，極めて明らかな地域区分がなされる 十勝釧路沖においては，初動の押し，引きの垂直分布図

ことである.このことは地域により地震の発震機構が類 によれば深さ約 Okmかち 100kmの聞にまたがって押
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し，引きにまとまり，浦河沖においては，約 40kmか

ら60kmのあいだに若干押しがまざり，他は引きになっ

ていることを考えると，層は単に水平的なひろがりでな

く，ある角度をもって存在す?るものと思われる.

( 2 ) 初動方向のかたよりについては，浦河沖から襟

裳岬，卸iI路沖にかけて，右偏と左偏の境界の存在が若干

認められる.このことは地震波速度の不連続がこの付近

に存在してし、ることを意味する

(3 ) 時間的傾向や Magnitudeとの関連にっし、ては，

あまり明らかなものは認められなかった.

IV走時曲線からみた地下構造持

S 1. 調査資料

1953年から 1959年までの 7年間，当台のウイーへlレ

ト地震計によって観測された地震のうち，P波が特にiP

または P と観測されたものを使用した.資料はこの期

間中札幌から半径 500km以内に震源をもっ 123個の地

震についてである (Table6参照).調査方法は測候時報.

掲載の要領1)にしたがい，各々の震源の深さ別に和達・

益田の標準走時から実測によって得られーたもののかたよ

りについて考察した.

* 2. 地域区分

ニの調査期間における調査の対象となった地震の震源

位置は根室沖・割iI路沖・浦河沖と 11ぼ本道南岸沖に集中

している.その他の地域ではきわめてその数が少なく，

細域についての区分はさし控え，記象型あるいは，初動

分布による地!戎区分を考慮し， Aから Gまでの 7地域に

区分した.地域区分は Fig. 13に示す

S 3. 走時曲線図

以上のようになるが，詳細はこの調査のみで解決でき

ないものがあり，今後の調査研究によらねばならない.

参考文献

(1) 気象庁地震諜:地震予知のための予備調査(3)， 
測候時報， 26 (1959)， 420~428. 〆

(2) 浜松音蔵:東京における初動万向からみた地震
活動域について，験震時報， 24(1960)， 115~ 
120. 

(3) 宇津徳治:初動方向のかたよりについて，験震
時報 21 (1956)， 13~20. 

(4 ) 市川政治:近地地震のP波初動節線の一作図法，
験震時報， 22 (1957)， 77 ~92 . 

.....-----

Fig. 13 地域区分図

図中の記号は各地域を表わしたもので，その関係はTable

7に示す.特に震央距離が 500km、を越えるものである

が，参考までにエトロフ島南方沖に震源を有する深さ50

走時曲線図の縦軸には当台において観測された初動の kmくh三三60kmのものにつrても，同様に走時曲線図を

発現時から震源における発震時(気象庁発行地震月報に 作成したのでこれを Fig. 15に示す

よる)を差し引いた走時をとり，横軸には震央距離をとー ( 1) 0くん孟20km (Fig. 14 (a)) 

った. 各深さ別に Oくん豆20km ・20kmくん豆30km ・

30 kmくん三40km. 40 kmくん三50km ・50kmくん三60

km ・60kmくh三70km ・70km<h孟80km.の走時曲線

図を作成した. Fig. 14(a)から (g)までこの図の中

で実線で、示したのは和達・益田の標準走時曲線である

骨 Y.Ono: Crustal Structure as Deduced from Time 
Distance Curve.' 

調査担当:大野譲(札幌管区気象台)

G， C地域のものはほぼ標準走時曲線にのっている

A地域のものは若干遅れて出る傾向が認められるが，資

料が少ないので十分とはいえない.

( 2) 20 kmくん豆30km (Fig. 14 (b)) 

この深さに属すてるものはわずか二つの地震じかなかっ

た.

( 3) 30 kmくん豆40km (Fig.14 ( c )) 

A.B両地域のものは明らかに標準曲線より 2~3 秒一~
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Table 6 調査に使 用した地震の表

発 震 時
震 源 地

(J. S.T.) 
[ h I 

地域
初動の発現時世

入 cp 震央地名 5JU' 

持骨骨

d h m s 。E 。N km m S s km 
1953 1 19 13 57 29 143.8 41. 6 40 襟裳岬南東沖 B iPNEZ 58 01. 4 32. 4 262 

// [[ 06 22 13 03 144. 2 42. 0 80 襟裳岬東万沖 D iPNEZ 13 40.7 37. 7 260‘ 

ノY IV 06 18 33 09 143. 7 42. 5 40 十勝川河口irjl D iPz 33 38.6 29.6 210 

// IV 14 10 21 05 144. 1 42.4 20 調11路南々西沖 D iPz 21 40. 5 35. 5 239 

ノア IV 19 13 36 54 142. 5 41. 7 50 尻屋崎北東沖 A iPE 37 21. 0 27.0 182 

F IV 30 ns 21 05 143. 2 42.2 55 北海道南部 C iPNEZ 2131. 8 26.8 180 

λ〆 V 08 05 33 20 142.2 41. 6 40 浦河南西沖 A iPNEZ 33 49.5 29. 5 179 

ノア V 19 07 19 41 142. 1 41. 4 40 下北半島東万戸!1 A iPN 20 07.5 26. 5 195 

λ〆 V 26 10 43 11 143. 1 41. 8 40 襟裳岬南西沖 B iPNEZ 43 41. 0 30.0 204 

が vrr 02 17 48 24 144.8 41.3 60 襟裳岬南東沖 B iPNEZ 49 09. 7 45. 7 350 

// 刊 1421 44 10 139. 9 42.2 20 渡島半島西部 G iPNZ 44 37.2 27. 2 152 

ノゲ 四 2221 52 11 144.0 41. 6 50 襟裳岬南東沖 B iPNEZ 52 49. 7 38. 7 273 

ノγ 珊 0822 13 44 143.2 42.2 65 北海道南部 C iPz 14 11. 8 27.8 180 

ノア X 27 12 40 50 145. 6 42. 7 60 根室南方沖 D iPz 41 36.8 46.8 351 

グ X 28 07 56 33 143. 1 42. 2 70 北海道南部 C iPNEZ 56 57.5 24.5 184 

// 盟 0723 11 33 142.2 38. 7 30 金華山北東沖 F PZ 12 39.0 66.0 498 

〆Y 盟 2202 36 18 142.2 41. 4 40 下北半島東万戸!1 A iPNEZ 36 46. 7 28. 7 198 

1954 l[ 02 06 08 41 142. 1 42.0 40 浦河西万沖 A iPz 09 01. 6 20.6 134 

F ]TI 03 17 28 51 142.6 41. 3 40 下北半島東方沖 A iPz 29 22.2 31. 2 220 

F m 26 13 35 25 142.2 41. 2 60 下北半島東方沖 A iPNE 35 58.2 33.2 220 

メy ]11 26 19 47 22 147.0 44.0 80 千島列島南部 E iPz 48 28. 0 66.0 478 

/ノ IV 05 08 14 01 142.8 41. 9 50 襟裳岬西方沖 A iPN 14 29.6 28.6 181 

グ IV 26 11 11 12 142. 7 42.0 60 浦河南西沖 A iPNEZ 11 36.6 24.6 162 

ノγ V 07 11 19 44 146. 1 43. 1 70 根室南東沖 E iPz 20 37.5 53.5 392 

ノY V 12 07 50 05 140.6 41. 5 5 津軽海峡 G iPNE 50 35. 9 30.9 184 

F V 27 18 57 11 143:3 42. 1 80 襟裳岬付近 C iPEZ 57 39.8 28.8 202 

λy VI 20 06 45 47 142.5 42. 1 60 浦河西南西沖 A PN 4609. 7 22. 7 143 

グ 羽116 21 41 43 144.5 39.5 60 三陸沖 F PN 42 46. 1 63. 1 '479 

点〆 VH 31 08 59 49 140.6 41. 6 20 津軽海峡 G iPNE 00 18.5 29. 5 173 

グ vlIl 03 20 28 52 143. 7 39. 1 45 三陸ー沖 F PZ 30 11. 6 79.6 484 

// 四 0621 02 31 142. 7 42. 1 40 浦河付近 A iPNEZ 02 53.8 22.8 155 

F L唖 1116 27 05 143.4 41. 0 60 襟業岬南方沖 B PZ 27 45~0 40.0 286 

ノア 珊 3117 24 22 143.8 42.8 70 北海道南東海岸 D iPz 24 51. 8 29.8 208 

F 医 1216 43 47 143.6 40. 9 20 襟裳岬南南東tr!1 B iPNEZ 44 36.6・ 49.6 306 

グ IX 17 20 52 04 144.8 42.8 55 釧路東南東れ!1 D iPEZ 52 43.8 39.8 286 

庁 IX 28 02 18 22 142.6 42.5 75 北海道南部 C iPz 18 42.3 20.3 122 

// X 16 06 24 50 140.6 41. 5 10 津軽海峡 G iPNEZ 25 21. 1 31. 1 173 

ノY XI 09 20 35 25 142.4 42. 1 80 浦河西南西沖 A iP~ßZ 35 48.2 23.2 138 

// XI 12 04 30 33 142. 1 • 41. 5 60 F北半島北東沖 A iPz 31 00.7 27.7 184 

メY XI 18 21 46 30 141. 6 42. 2 80 渡島半島東方沖 A iPNEZ 46 49.4 19.4 98 

1955 1 28 01 16 02 140.5 42.5 5 北海道噴火湾 G iPNEZ 16 21. 2 19.2 92 

F l[ 02 0416 12 142. 6 41. 9 60 浦河南西沖 A iPz 16 37.0 25.0 170 

点Y lli 23 08 23 49 142.4 42.1 65 浦河西南西沖 A iPNEZ 24 11. 4 22.4 138 
目
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発 4 震S 時 震 源 地

罰域[初動向現時十詰 4 CJ.S.T.) 
入 qJ 震央 地名

")(.持持

d h m s E N km m S 5 km 
1955 IV 18 09 04 56 142.0 41. 6 20 下北半島東北東沖 A iPz 05 23.0 33. 0 172 

が V 01 18 55 19 143.8 39.8 60 三陸沖 F iPEN 56 .15.6 56. 6 416 

庁 V 01 22 58 46 143.8 39.8 40 三 陸 沖 F iPNE 59 41. 0 55. 0 416 

庁 V 04 02 0731 143.8 39.5 50 三陸沖 F iPNE 08 31. 7 60. 7 446 

ノY V 06 09 04 33 143.8 40. 1 60 三陸沖 F iPz 0528.0 55.0 389 

// V 10 05 15 11 145.6 40. 7 80 三陸はるか東方沖 F iPz 16 12. 3 61. 3 444 

// Vl 05り151 21 143.0 40.2' 40 三陸沖 F iPz 52 10.2 49. 2 347 

// VI 06 14 59 07 143.0 40. 1 40 三陸沖 F iPz 00 00.0 53. 0 358 

庁 VII 28 21 00 56 143.0 42.2 80 北海道南部 C iPNE 01 22.1 26. 1 168 

// 医 0504 09 36 144. 9 42.6 40 調11路南東沖 D iPz 10 18.2 42. 2 289 

ノY X 10 10 17 29 143. 1 41. 1 40 襟裳岬南方7111 B iPz 18 05.5 36.5 264 

// Xl02 08 46 14 '， 144.3 40.5 40 三陸沖 F iPz 47 05.0 51. 0 375 

巧Y xl 25 17 33 21 143. 1 42.2 60 北海道南部 C ーiPz 33 45.4 24. 4 184 

1956 1 01 06 14 17 142. 0 41. 4 70 下北半島東方沖 A iPz 14 46.3 28.3 133 

// 1 04 14 07 59 143.1 41. 5 50 襟裳岬南南西沖、 B iPNEZ 08 27. 7 28. 7 158 

// 1 06 07 31 44 146.5 43.5 40 千島列島南部 E iPNE 32 43. 5 54. 5 424 

グ 1 14 23 24 43 145. 1 42. 3 60 北海道南東沖 D iPz 25 28.0 45.0 321 

// n 15 06 08 43 143. 1 42.3 60 北海道南部・ C iPNEZ 09 09.5 26.5 169 

グ JI[ 06 08 29 43 144. 1 44.3 10 網走沖 C iPNE 30 23. 7 40. 7 265 

ノケ JI[ 18 00 41 20 145.2 42. 7 40 北海道南東Ml D iPz 42 . 04. 1 44. 1 、321

// m 20 11 23 36 143. 6 42. 6 80 北海道南東岸 D pz 24 06. 3 30. 3 192 

// IV 05 03 23 31 143. 1 42.3 60 北海道南部 C i.Pz 23 56.5 25.5 169 

巧F IV 23 12 31 39 145.0 42.4 60 釧路南東沖 D iPNEZ 32 24.6 45.6 310 

// V 24 15 49 50 142.6 42. 1 60 浦河南西沖 A iPNEZ 50 14.3 24. 3 150 

巧F 、刊 1603 39 31 142. 2 42.2 80' 北海道南方沖 A iPNE 39 54. 2 23. 2 120 

グ 咽 0216 18 15 146.4 43.3 60 北海道東方沖 E iPz 19 12. 0 57: 0 431 

// X 12 21 44 43 143.6 41. 9 40 襟裳岬東方沖 B iPz 45 15.7 32. 7 226 

庁 X 12 22 21 52 145. 1 42.2 70 北海道南東沖 D iPz 22 38. 2 46.2 324 

1957 1 19 20 29 53 142.6 42. 1 80 浦河沖 A iPNZ 30 17.3 24. 3 150 

// III 10 11 55 07 142. 5 41. 6 60 襟裳岬南東沖 A iPz 55 43.6 36. 6 190 

ノY V 08 22 17 50 143.2 42.4' 60 日高山脈 C iPz 18 14.'8 24.8 179 

庁 V 31 04 49 30 142.6 41. 2 50 襟裳岬南西沖 A iPz 50 04.5 34.5 232 

グ VI 12 17 28 35 142.9 41. 1 40 襟裳岬南方沖 A iPNEZ 29 12. 1 37. 1 252 

// vl 18 14 45 25 143.0 41. 6 80 襟裳岬南方沖 A iPN 45 57. 7 32. 7 212 

巧F VI 1902 39 28 142.6 42.1 60 浦河南西沖 A iPz 39 52. 3 24. 3 150 

バY 刊 1117 11 11 147.0 43.5 40 北海道東方沖 E iPz 12 15. 1 64. 1 464 

グ 四 2603 31 40 142. 1 41. 6 80 尻屋崎北東川1 A iPz 32 07.2 27.2 175 

ノY 四 2622 37 19 143.0 42.5 80 北海道南部 C iPN 37' 44.3 25.3 150 

// 咽 2212 38 02 142.2 41. 5 40 襟裳岬南西沖 A iPz 38 29.4 27.4 189 

バY 咽 2502 00 30 143. 1 42.2 80 日高山脈 C. iPz 00 57.0 27.0 175 

メY X 03 10 34 43 144.5 42.7 60 釧路沖 D iPz 一11幻 1 却 2
ノア X 08 08 39 36 142. 2 42.0 40 浦河沖 A iPz 39 57. 7 . I 21. 7 I .138 

// X 14 10 19 32 145.5 42:9 40 北海道東方沖 D iPz 20 20. 8! 48.8 1 341 

。， X 03 05 44 47 146.0 43. 3 40 根室沖 E iPz 
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安吉
CJ.震S. T.) 

時
震 源 地

走帯時持
A 9e令H

I h I震
地域

初動の発現時普
入 qJ iiU 

持品持宇

d h m s E N km 釘1 s s km 
1957 XI 08 18 03 37 145.0 42.3 60 釧路南東沖 D 11うz 04 . 22. 6 45.6 352 

1958 II 13 08 31 28 145. 7 42.8 70 根室沖 D 1PZ 32 17.6 49.6 360 

/γ 1II 24 23 53 56 145.6 42. 8 20 花咲半島南方沖 D iPN 54 49.8 53.8 351 

刀〆 JT[ 29 05 20 15 142.8 41. 2 60 襟裳岬南方沖 A iPNZ 20 49. 8 34.8 240 

// JlI 29 22・5240 142.0 41. 6 60 青森県東方沖 A iPNE 53 07.4 27.4 172 

F IV 01 02 4935 140.8 44.3 20 北海道西方沖 G 1jうNEZ 49 57.6 22.6 146 

月〆 IV 02 20 16 26 142.2 42.4 80 北海道南岸 A iPN 16 45.6 19.6 120 

// IV 29 14 00 00 142.4 41. 9 70 浦河沖 A iPz 00 24.8 24.8 157 

F VI 22 13 57 44 146.8 42. 9 40 根室東方沖 E 11うz 58 47. 7 63. 7 448 

庁 VII 19 23 57 25 143. 9 40.9 40 三陸沖 B iPz 58 09.2 44.2 321 

F 医 0317 10 21: 143.3 40. 7 20 青森県東方沖 B iPN 11 09.5 48.5 309 

‘//. 政 1417 50.33 145.0 42. 7 60 釧路沖 D 1PZ 51 15.5 42.5 303 

F X 11 18 06 46 144. 9 42.2 40 調11路南東rrtl D iPN 07 41. 6 55.6 308 

庁 XI 01 22 47 01 143.4 42. 1 70 北海道南東岸 B 1PN 47 31. 8 30.8 200 

ノゲ XI19 10 45 53 142.5 42. 1 80 浦 河許!1 A 1PZ 46 16.8 23.8 144 

1959 1 22 16 33 17 144. 2 43. 5 5 弟子屈付近 C 1PZ 33 54.3 37.3 238 

F 1 31 05 38 59 144.4 43.4 20 弟子屈付近 C iPE 39 37.0 38.0 252 

F 工 3107 16 47 144.4 43. 4 O 弟子屈付近 C iPz 17 27.9 40. 9 252 

β〆 II 22 05 11 05. 143. 1 42.0 60 襟裳岬付近 B iPz 11 32.9 27.9 180 

// II 22 12 35 42 140. 1 42.8 10 北海道南西部 G iPz 36 01. 0 19.0 105 

p JlI 05 2309 48 147.3 '43.8 80 エトロフ島沖 E iPz 10 53.3 65.3 497 

ノア III 10 03 44 27 142. 3 41. 1 40 青森県東万沖 A iPz 45 02.5 35.5 233 

F JlI 30 22 22 23 142. 4 41. 8 60 浦河打!1 A iPz 22 49.5 26.5 166 

ノγ IV 15 09 15 24 143.2 41. 1 40 襟裳岬南方沖 B iPz 16 01. 7 37. 7 268 

F IV 26 07 49 44 142.6 40.2 25 岩手県沖 F iPz 50 34. 1 50. 1 336 

ノγ VI 16 23 09 12 146.8 43. 3 40 北海道東方沖 E iPz 10 16. 1 69. 1 446 

グ IX 06 16 04 17 142.5 42.0 40 浦河南西沖 A 1PZ 04 39.8 22.8 136 

F ， IX 09 04 19 38 143. 1 42.3 60 北海道南部 C iPz 20 02.8 24.8 169 

グ・、 IX15 01 51 03 142.6 42. 1 50 浦河南西沖 A 1jうz 51 16. 6 13.6 150 

// IX 16 00 08 29 146.8 43. 1 60 ;{t咲半島東方沖 E 1PZ 09 29，8 60.8 446 

// X 04 05 02 54 146.3 43.2 40 花咲半島東方沖 E iPz 03 50.8 56.8 406 

F X 07 02 27 47 142.3 42.1 80 浦河川1 A 1PZ 28 11. 6 24.6 134 

ノグ X 11 18 33 54 142. 1 41. 5 70 尻屋崎東北東沖 A 11うz 34 21. 5 25.5 184 

// XI 08 22 54 56 140.6 43. 8 5 北海道西方沖 B iPNE 55 15.6 19.6 102 

ノY 却 1312 20 45 142; 1 42.0 40 浦河南西沖 A iPz 21 07.2 22.2 133 

// 盟、1714 05 51 142.4 40.0 30 岩手県叶l F iPz 05 40. 6 49.6 350 

* iPまたはPと観測されているもののうち一審早い発震時をとる.

州 (初動の発現時)一(震源における発震時)=(走時)

普世帯 1での地図で、測った震央距離
乙υU力
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時にのり， 30 kmから 40.kmでほ明らかに標準走時よ

り早く発現してし、る.しかし 50kmより深くなってく

るとふたたび標準走時にのるようになっている.これは

地下 30km-40 km付近に速度の早い層か，または速

度の不連続が存在していると思われる.

北海道周辺における地震活動域と地下構造一一大野・須賀・南

囲

地域記号と地域別

範域地

Table 7' 

-

7

 
号
一

符
一

域

一
地
一

1

l

 

号
一

記
一

( 2 ) 日高山脈の南部および，本道内陸部においては，

資料が少ないので不十分ではあるが，浦河沖および襟裳

岬沖よりもさらに深い 50km.より 80km付近に速度の

早い層があると推定される.このニとは(1 )の結論と

合せて考えれば，速度の速い層が本道内陸部に向つで若

干傾斜して存在していることとなる

( 3 ) 釧路沖，根室東方沖および三陸沖など震央距離

が 250km以上のものにっし、ては，深さ 30kmから 60

kmにかけて一般に標準走時より早くなる傾向を示して

いる.

( 4 ) 本道西部および南部に発生ずるものについては，

資料数が少ないので走Hすからのかたよりは不明で、ある

以上の諸点から総括的な考察を行なえば次のようになる.

この調査で走時の比較の基準にしたのは和達・益田の

走時であることはさきに述べたとおりである.戦後bが

国においては東北・関東各地で、行なわれている人工地震

による地下構造の研究わによって，東日本のかなりの地

域の実体が明らかにされてきてし、る.従来日本付近にお

けるモホロビチック層の存在を地下付近として考えられ

ていたが，最近ではむしろ 25km付近にあることが事

実として一般に認められ始めている.この点にについて

参考のため地かく内の P波の速度の比較表を Table8 

にしめす.

浦河沖，苫小牧沖，青森県東方沖

襟裳岬南および南東沖

北海道内陸部，中央および東部

十勝沖，調11路沖

根室沖，千島列島南部

三陸 沖

北海道西部および南西部

A

B

C

D

E

F

G

 

-0口

〈

心

圃

企

l 鳴糊諸率E* l同松沢(仰1悶限9但2

深さ 速度|深さ 政|深さ 速 度深さ

地かく内のP波の速度

東北地方*
(1953年)

Table 8 

和遥・益田
(1933年)

× 

早く出ている.震央距離 300km以上にあるD・E・F地

域のものはばらつきがやや大きいが，総体的に見れば走

時曲線より若干早くなる傾向が認められる.今期間の調

査で資料の最も多かったのは，この深さのものであった.

(4) 40 km<h三50km (Fig. 14 Cd )) 

資料数は少ないが Fig.14 ( c )で標準走時よりずれて

いたA地域のものがふたたび、標準走時にのりはじめてい

る.

(5) 50 km<h豆60km (Fig. 14( e )) 

A地域のものはほぼ曲線上にのっているがB・C・D.

E ・F地域のものは 60kmの標準走時より早く出る傾

向をしめしている.

(6) 60 km<h豆70km(Fig. 14( f )) 

資料は少ないが各地域とも標準走時にのっている

(7) 70 kmくh三80km (Fig. 14( g )) 

各地域のものはほとんど標準走時曲線上にのっている.

C域のもののみは走時よりやや早く出ているが資料が少

ないのでなんともいえない.

( 8 ) エトロフ島沖の地震 (Fig. 15) 

'震央距離 500km以上のものの傾向をみるために，最

も資料数の多い地域と深さから，エトロフ島南方沖に震

源を有し，深さ 50kmくh三三60kmのものについて調査 f

してみたが，その結果では標準走時とよく一致していた. km 
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結果とその考察

今回の調査で使用した資料は時刻精度の点で期間が最

近の観測値に限られ，地域別深さ別に区分したので結果

の考察に若，干不便な点もあった.このような状況なので

完全な解析にまでは至らなかったが，大要は次のとおり

である.今後資料数を多くすればさらに詳しい考察が可

能であろう.

( 1 ) 浦河沖および襟裳岬沖に発生する地震について

は，その深さ/が Okmから 20kmまでのものでは標準走

~ 4. 



58 験震時報 26巻 2号

この調査の結果では標準走時からのかたよりが認めら

れるのは震源の深さが 20kmから 60kmの間のもので

あって，地震波速度の異状による地下構造の問題はこの

間に存在してU、ることになる.特に浦河沖・襟裳岬沖付

近に震源を有するものの走時からのかたよりが， 30 km 

付近で明らかに現われていることは，地震波速度の不連

続を意味し， T<'lble 8に示すように地下構造は人工地震

の観測結果にむしろ近いものと推定できる.この不連続

層の存在については， 1959年 1月 31日弟子屈強震の走

時曲線の解析3】からも同様に推論されている.本道の内

V 総合，考察持

いままでに調査した三つの結果を総合して考察してみ

ると次の上うになる.たた、しこの結論はあ〈まで札幌

の単独資料によるものである

今回の調査結果で特に注目されるのは，本道の南部地

域から，太平洋沿岸沖にかけてであっ・で，この地域では

資料も多く，かなり突込んだ解析も可能であるが，他の

地域については資料数が少ないので，そのようなわけに

はゆかなかった.

~ 1. 地震活動地域の単位

記象型の分類および，押し引き分布から，浦河沖に震

源を有する一群のもの，襟裳岬南東沖のもの，到1¥路沖の

ものと明らかな地域区分が可能である.特に浦河沖のも

のは画然としたもので，一つの活動単位として十分考え

られる.また青森県東方沖の地域については，記象型か

ら見ても浦河沖のものと襟裳岬南東沖のものとの混合し

たものであると同様に，初動の押し引き分布上でも明ら

かに，重なりを示している.このことは極めて注目すべ

き一致であって，おそらく地下構造と発震機構に原因を

持つものであろう.また釧路沖と襟裳岬南東沖の地震に

ついては初動分布から，かなり明らかなほぼ東西にわた

る区分線が現われているが，外側地帯に属すでる地震がこ

のように広範囲に押しとして観測されるのは興味ある事

実である.

~ 2. 地下構造について

北海道における地質構造上の特徴は，中央部を南北に

'通ずる山脈地帯であって，この背骨にあたる部分は古生

骨 Conclusion

陸部に調査の対象となる資料が多数得られれば，さらに

詳しい解析が可能であるが，今回の場合はいままで述べ

てきた程度にしか推察できなかった.
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層からなる複雑な摺曲を呈している.重力異状から見れ

ば，特に日高山脈付近ではアイソスターシーが成立つて

いることを示している.浦河付近は特に負の異状がきわ

めて大きくなっており，地下構造の推定では地かくのお

う部にあたるが，この調査の浦河沖の地震活動域との関

係はさほど明らかでない.重力の観測値が浦河沖でも将

来精測されれば，この関係は明らかになるであろう.

従来本道付近に発生する地震の震源分布からは， Fig. 

16に示すような構造が推定されているが，今回の調査結

果からどのように推定が可能であるかについて考察を進

めてみる.まづ初動のかたよりから地震波速度の不連続

)が，到11路沖から襟裳岬許j~ ・浦河沖にかけて存在すること
が認められる.また北側ではこの境界線に近づくにした

がって，地震波速度が速くなっていることを示すが，も

1∞km 

2∞ • 
3∞. ... . .・.
4∞. .・

• • 

。圃骨.......・ ・Q..嗣曲・，、... . . '":. 

血~.. ，-
.~・・ -. 

B 

Fig. 16 深発地震震源分布 (Gutenbergによる)

し地下構造が成層状とすれば，この線の付近ほど速度の

早い層が地上近くに接近しており，成層は北に向って傾

斜していることになる.この境界線は八戸の調査結果も

考慮すれば，青森県東方沖にもつながり得るものである.

- 20-
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さらに標準走時からのかたよりの調査から，本道南岸沖

では約 30kmの地下にモホロピチッチ層の存在が推定

され，この層は内陸にλるにしたがって深くなり， 60 

km付近になっているように考えられる.このような諸

点から大局的には，本道付近では北に向って大きな傾斜

構造を持ぅており，大陸構造の周縁部に位置していると

推察できる.このことは震源分布から出されたものとよ

く一致する.この結果を示したものが Fig. 17である.

--

モホロピチック層

モヌ=ロピテツク層の一番浅く深っていると考え

られる部分

Fig. 17 地下構造図

本調査では概要あるいは問題点の提起に終った感もあ

るが，細部の点の裏付け究明については今後の課題とし

fこしイ.
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